
【 H29 学校経営説明資料 】
（１）教育目標

人権尊重の精神を基盤とし，知･徳･体の調和のとれた人間性豊かな児童の育成
（２）校訓

ひとりはみんなのため，みんなはひとりのために励まし合い，助けあおう

（３）経営方針等

教育観：子どもの「人間力」を育てる
学校観：子どものために，学校があり，教職員がいる・「学校力」を高める
児童観：よりよく生きていこうとする姿勢を持つ子どもを育てる
指導観：教育によって子どもは変わる

Ⅰ めざす学校の姿

○子どもに「生きる力」を身につける学校 ○明るく楽しい学校

○子ども・保護者・地域に信頼される学校 ○なかまとともに伸びる学校

○児童・教員が明るく，活力のある学校 ○地域とともに歩む学校

Ⅱ めざす児童の姿

○自主：よく学び，よく考え，実践する子

○協同：思いやりをもち，助け合い，支え合う子

○責任：きまりを守り，つとめを果たす子

○根気よくがんばる子

○たくましい心と体をもった子

Ⅲ めざす教職員の姿 「教師力」の育成

○学 校 運 営 に 意 欲 的 に 参 画 す る 教 職 員（協調） 共通理解・協働体制の確立・教育愛

○教育に喜びと生きがいを感じる教職員（意欲） 使命感・責任感・プロ意識・研修の充実

○個 に 応 じ て ， 実 力 を つ け る 教 職 員（研修） 児童理解・全校生の担任意識・人間関係のｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ力

○子どもとの心のふれあいを大切にする教職員（愛情） 学級経営力・生徒指導力・学習指導力
○心身共に健康で，豊かな人間性を持つ教職員（健康）

Ⅳ「生きてはたらく力」の育成 - 全児童を全教職員で育てる -

① 「確かな学力」の育成

○実質的な授業時数の確保

○基礎・基本の徹底（学ぶ楽しさ・学習習慣の体得）

○個に応じた指導（補充的学習…算数・国語など 発展的学習・視写，作文力育成 ）

②「豊かな心」の育成 －あいさつ・朝読書の指導－

○人権教育・道徳教育の充実(生命尊重・思いやりの心・感動する心・感謝)

○体験的活動の重視(異年齢集団活動,，ふれあい体験，ボランティア活動)

○特別支援教育の充実(個別の支援計画の作成・見直し，日々の活動重視)

○児童理解（カウンセリングマインド，児童と接する時間や接し方）

③「健やかな体」の育成

○体力づくりの推進 （朝の活動，業間の活用，各種検定）

○「食育」の指導（健全な食習慣，総合的学習や生活科の学習のくふう）

○保健安全教育，性教育 ○防災教育，安全教育

Ⅴ 家庭・地域と共に創り，育てる学校 子どもは，家庭・学校・地域で育てる

○安全・安心で開かれた学校づくり（三者の役割分担の明確化）

○人材バンクの活用（地域支援事業関係，ゲストティーチャー，本物・地域の名人に学ぶ）

○生涯をみすえて（自己教育力の育成，学ぶ楽しさや喜びを体得，個性・能力をのばす）

（３） 本年度の重点努力目標

① 「確かな学力」の育成 ② 「豊かな心」の育成 ③ すこやかな体の育成

・基礎・基本の徹底 ・人権教育の推進 ・体力づくりの推進

・実質的な授業時間数の確保 ・道徳教育の充実 ・食育の指導

・児童理解 ・体験的活動の重視 ・保健，安全指導，性教育

・個に応じた指導 ・特別支援教育の充実 ・防災教育・安全教育


